










昭和 53年春季より昭和 54年冬季に到る 1年間,春,夏,秋,冬の各季を5月,7月,11 月,2月

の各月に選び体温の測定を行った。測定の対象は札幌市内の保育園,小学校,中学校の健康

園児,学童で,登園登校した午前 9～10時と午後は 1～3時の間に腋窩 5分間の検温で,通常

の生活を続けさせて行った。教室の室温は春季は 18～22℃,夏季は 22～28℃,秋季は 16～

23℃,冬季は 18～23℃の間にあった。結果は表 1,2,3 のごとくで,一般に午後の体温は午前

の体温に比較して高値を示し,一部の年齢層では推計学的に有意差を示した。この体温のリ

ズムは四季を通じて認められたが,季節的差異は認められなかった｡又,午前と午後の体温

も四季を通じて各年齢間に差はなく,性差も認められなかった｡ 

表 4 は体温が 37℃以上を示した被検査数とその百分率を各年齢,四季別に示したもので,0

～5 才では夏季に 37℃以上のものが多かったが,逆に小学生では春季に,中学生では春季,

夏季にその出現頻度が低かった。四季を通してみると,37℃以上の体温を示すものは 0～5

才では男子20.4%,女子18.9%,小学生では男子17.5%,女子12.9%,中学生では男子15.0%,女

子 10.3%といづれも男子に多く,又一般に高年齢よりも低年齢層の 37℃以上の体温を示す

ものが多かった｡ 

以上季節変動の少いことは田中等の報告にもあり,われわれの成績でも,どの年齢群でも同

様の結果であった。又 37℃以上の体温を示すものは他の報告に比して少い結果であったが

,地域的な差異,さらには 5分検温によるものが考えられる。しかし比較的 37℃以上を示す

ことの多い小児ではその正常限界値をどこにおくかは,これらの成績について充分な検討

を重ねる必要がある｡ 


